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京都大学宇宙総合学研究ユニット 

•  2008年発足当時は、6部局（理学研究科、工学研究科、生存圏研究所、
基礎物理学研究所、人間・環境学研究科、総合博物館）から50余名の
併任　＋　専任1名（磯部）	
  

•  現在	
  
–  文学、エネルギー科学、防災研、こころの未来研究セ、アジアア
フリカ地域研究、高等教育研究開発機構、白眉プロジェクト、学
際融合セを加えた13部局、70余名の併任	
  

–  ISAS共同研究部門（2010年より。専任3(1)名）	
  
–  宇宙総合学研究部門（ブロードバンドタワー共同研究部門）
（2012年より、非常勤教員3名）	
  



宇宙ユニットの活動 
•  JAXAをはじめとした他機関との連携窓口	
  

•  JAXA宇宙科学研究所(ISAS)との共同研究「宇宙環境の総合理解と人類の
生存圏として宇宙環境の利用に関する研究	
  

•  (株）ブロードバンドタワーとの共同研究	
  
–  ビッグデータ解析手法を用いた衛星データ利用	
  
–  宇宙天気予報、宇宙人文学、宇宙計画	
  

•  リモートセンシング学会、宇宙システム開発利用推進機構との共同研
究（衛星画像利用促進）	
  

•  「宇宙」に関する分野横断的な新しい研究の開拓	
  

•  社会への発信とコミュニケーション	
  



ISAS共同研究成果の一例：	
  
深宇宙探査機への太陽活動の影響 

Isobe,	
  Hada,	
  Asai,	
  Ishiii,	
  Shiota,	
  Imamura,	
  Toyota	


「あかつき」など、地球から見え
ない側を飛んでいる宇宙機が
浴びる太陽フレアからの高エネ
ルギー粒子の予測と評価	




1930年代より京都大学生駒太陽観測所で観測さ
れているた太陽全面CaII像（UV/EUV変動のプロ
キシ）で過去の変動を探れないか？	
太陽EUVフラックスの長期変動	


Asai, Isobe, Ueno, Kitai, Watanabe, Shimbori, Shiota, Yokoyama	


ISAS共同研究成果の一例：	
  
太陽紫外線の長期変動と地球大気 



ISAS共同研究成果の一例：	
  
微生物の惑星間往来の研究 

Bando, Isobe, Yamakawa, Sugiyama, Ohno, Shibata, Fujiwara	


数ミクロン程度のダスト（に、しがみついた微生物）が太陽光圧で地球ー火星間を	
  
行き来する！？	




宇宙計画研究室 Kosmo-­‐Rondo 



衛星データ利用 シンポジウム・講習会	
  
誰でも使える／こんなに使えるリモートセンシングデータ 

•  2013年2月21日（木）	
  
•  会場：京都大学宇治キャンパスおうばくプラザ	
  
•  シンポジウム10:00	
  –	
  15:30	
  

–  リモートセンシングとは（JAXA/EORC	
  福田センタ—長）	
  
–  利用事例紹介：防災、フィールドワーク、人文考古学、行政・ビジ
ネス...	
  

•  講習会	
  16:00	
  –	
  18:00	
  
–  実際にデータをさわってみます	
  

•  対象：衛星データに興味はあるけど、自分の目的に使えるか
分からない、使い方がわからない、敷居が高い...という方	
  

•  詳しくは「宇宙ユニット」で検索してホームページをご覧下
さい。又は　hMp://www.kwasan.kyoto-­‐u.ac.jp/usss/
symp_rs2012.html	
  



「人類はなぜ宇宙へいくのか」シリーズ 

•  2009年度	
  
•  太陽系の将来　柴田一成	
  
•  地球と人類の近未来・遠未来　丸山茂徳	
  
•  人間は生物としてこれ以上進化するか？地球上に人間以外
の知的生命は現れるか？　大野照文	
  

•  宇宙に文明をもとめて　平林久	
  
•  映像表現の宇宙進出 平野知映	
  
•  技術的側面から未来の宇宙探査と生活を想像してみる 山川
宏	
  

•  日本人が宇宙へ移住する時 岡田浩樹	
  
•  JAXA宇宙飛行士になって、宇宙にいこう！柳川孝二	
  
•  宇宙進出と日本の未来　的川泰宣	
  
•  日本の将来計画への期待　松浦晋也	
  
•  宇宙進出と性の問題　斎藤光	
  
•  マンガ・アニメと宇宙への憧れ 竹宮惠子	
  
•  宇宙問題への人文・社会科学からのアプローチ　木下冨雄	
  
•  人類が宇宙へ行くことの意義は何か？　山折哲雄	
  



「人類はなぜ宇宙へいくのか」シリーズ 

•  2010年度	
  

•  宇宙時代に向けた宇宙総合学 磯部洋明	
  
•  太陽活動と宇宙天気予報　浅井歩	
  
•  宇宙で被ばくする放射線の量とそのリスク 保田浩志	
  
•  宇宙から生命の起源を学ぶ　小林憲正	
  
•  宇宙箱舟WSの学校教育と生涯学習における展開　塩瀬隆之	
  
•  火星に向かう箱舟ー宇宙農業　山下雅道	
  
•  JAXAきぼう利用フォーラムより 小林智之	
  
•  宇宙箱舟から見えてくる生物多様性　近藤倫生	
  
•  未来の宇宙機　船木一幸	
  
•  小惑星衝突回避 坂東麻衣	
  
•  大学発、関西発の宇宙開発　大久保博志	
  
•  宇宙人文学の世界 中野不二男	
  
•  宇宙進出に対する倫理学・哲学的考察 中村征樹	
  
•  宇宙と人のこころ　鎌田東二	
  
•   文化の創造の場としての宇宙　岡田浩樹	
  



「人類はなぜ宇宙へいくのか」シリーズ 
•  2011年度	
  

•  超巨大太陽フレアと人類の生存　柴田一成	
  
•  地球環境と生物進化　川上紳一	
  
•  系外惑星探査の歴史：これまでとこれから	
  
•  小惑星は“恐怖の大王”か“救世主”か － 小惑星探査からのアプ
ローチ	
  

•  持続的生存圏のための宇宙開放系へつなぐ科学技術 -­‐	
  宇宙太陽発
電所SPSと無線電力伝送　篠原真毅	
  

•  生命と磁場　西村勉	
  
•  表脳と裏脳ー宇宙空間に埋め込まれた知能を引き出すー　大須賀
公一	
  

•  日本の宇宙政策について　中野不二男	
  
•  「宇宙観光」と宇宙移民の間－観光人類学の視点から 岡田浩樹	
  
•  学生による小学生への宇宙教育の実践―東北大学の教養教育―	
  岩
田陽子、水原克敏	
  

•  神話とコスモロジー 蛭川立	
  
•  宇宙を哲学する　伊藤邦武	
  
•  宇宙総合学に期待すること　山崎直子	
  



宇宙時代の人間・社会・文化 
•  2011年、国際会議ISTS（沖縄）に合わ
せ、パネルディスカッション「宇宙
時代の人間・社会・文化」を開催
（JAXAと京大宇宙ユニットの共催）	
  

•  パネリスト：	
  
–  立花隆（ジャーナリスト）	
  
–  山崎直子（宇宙飛行士）	
  
–  Jacque	
  Arnould（CNES、倫理学）	
  
–  鎌田東二（京都大、宗教哲学）	
  
–  岡田浩樹（神戸大、文化人類学）	
  
–  磯部洋明（京都大、宇宙物理学）	
  

論文集も出ました。	
  
hMp://repository.tksc.jaxa.jp/pl/dr/AA0065205000	




伝統文化との連携や社会への発信 

お寺で宇宙学	


宇宙茶会	




午後の講演は... 
•  2月2日　第一部：生存圏としての宇宙環境	
  

–  「生存圏としての太陽地球環境」浅井歩 	
  
–  「人類はスーパーフレアを生き延びられるか」柴田一成	
  
–  「ビッグデータ解析を用いた宇宙天気予報に向けて」根本茂	
  
–  「γ線で宇宙と地球を探る」 谷森達	
  
–  「惑星から地球を見る」　今村剛	
  
–  「宇宙機の力学と軌道設計」　坂東麻衣	
  
–  「人工衛星・探査機の元気の源」 -­‐宇宙の電源技術-­‐」 豊田裕之	
  

•  2月3日　第二部：宇宙環境利用の未来	
  
–  「宇宙から地球を見る －地球観測衛星の役割－」 福田 徹 	
  
–  「ビッグデータ時代の衛星データ利用ポリシー」　藤原洋	
  
–  「京の宇宙総合学」 磯部洋明	
  
–  「宇宙人とのコミュニケーションは成り立つか？」木村大治	
  
–  「政治はなぜ人類を宇宙に行かせないのか」鈴木一人	
  
–  「宇宙進出と倫理学」　伊勢田哲治、水谷雅彦	
  
–  「なんで宇宙なんていくの？」　古市憲寿 



宇宙と人類学（木村先生） 

2012年：日本文化人類学会
に「宇宙人類学研究懇談会」
設置（神戸大学、岡田先生
の尽力）	
  
	
  
2013年：日本文化人類学会
研究大会で「宇宙人類学の
挑戦」分科会	
  
	




宇宙と政治学（鈴木先生） 

•  なぜ政治は人類を宇宙にいかせないのか？ 



宇宙と倫理学（伊勢田先生、水谷先生） 

•  有人宇宙船の安全性にはどこまでコストをかけられる
か？	
  

•  惑星の環境改変は（どこまで）許されるか？	
  
•  天体の所有は禁じられるべきか？	
  

•  2013年応用哲学会にて宇宙倫理学のセッションを開催予
定（申請中） 



宇宙は夢と希望か 



希望ってなに？ 

•  “Hope	
  is	
  a	
  wish	
  for	
  something	
  
to	
  come	
  true	
  by	
  ac`on”	
  （東大
社研「希望学」より）	
  

•  「希望」は「幸福」とは違う。「幸
福」は現状維持を求めるのに対し、
「希望」は現状を未来に向かって変
化させる力を生み出す 



幸福なら希望はいらない？ 

•  「絶望の国の幸福な若者たち」古
市憲寿	
  

•  2010年の時点で、20代の約70%が
現在の生活に満足していると応え
ている。若者の幸福感は過去最高	
  

•  古市憲寿「なんで宇宙なんていく
の？」 新潮	
  2012年3月 



«	
  D'où	
  venons-­‐nous?	
  Que	
  sommes-­‐nous?	
  Où	
  allons-­‐nous?	
  	
  »	
  
“我々はどこから来たのか？我々は何者か？我々はどこに行くのか？”	
  	
  
Paul	
  Gauguin	
  ボストン美術館所蔵 

現代の宇宙探査の目的	
  
“Where	
  did	
  we	
  come	
  from?	
  What	
  is	
  our	
  place	
  in	
  the	
  universe?	
  
What	
  is	
  our	
  des`ny?”	
  
Global	
  Explora`on	
  Strategy,	
  2007	




ビッグバン	


星の中で元素が作られ	


星の死とともに宇宙にばらまかれ	


その中から地球のような	
  
惑星が生まれる	


宇宙の歴史は、複雑化、多様化の歴史	




生命が生まれ	


複雑な細胞に進化し	


さらに複雑な多細胞生物が誕生し	


知的に進化	




•  宇宙史、地球史、生命史、人類史：われわれはどこから来た
のか？	
  

•  宇宙に開かれた地球＝人類生存圏：われわれはどこにいるの
か？	
  

•  宇宙を考えることは、未来を考えること。我々はどこにいく
のか？	
  

•  人類の未来のグランドデザインをたくさん描いてみることと、
それを現前の課題と結びつけることが、宇宙総合学の役割だ
と思う	
  



宇宙ユニットの将来計画	


京都大学	


宇宙環境の理解	


先端的な宇宙工学	
  

宇宙と人間、社会、文化	
  

社会連携、科学コミュニケーション	
  

京大多様な研究者群	
  
学生	


JAXA	
  	
  
ISAS,	
  EORC	
  

宇宙総合学研究ユニット	


大学・	
  
研究機関	


•  多様な研究者を抱えた総合大学である京都大学の強みを活かし、宇宙に拡大
した生存圏における中長期的な人類の生存と発展のための、学際的な研究の
推進と人材の育成を行う拠点を、京大内に作りたい	
  

衛星データのビックデータ解析など	
  

教育・人材育成	


研究協力	


産業界	


市民	
  
教育機関	



